
成果目標・指標等に関する基本的方針（案）

資料５



１．成果目標等を設定する意義
（「成果目標（アウトカム目標）の設定について（論点の整理）」（第９回計画部会（H23.9.13）配付資料３）より）

○ 国が行う教育政策の意義・狙いを国民一般、教育関係者等
に分かりやすく伝え、共有すること。

○ 検証改善サイクル（PDCAサイクル）を効果的に行うこと。

第１期教育振興基本計画（抜粋）

第３章 今後５年間に総合的かつ計画的に取り組むべき施策
（１）基本的考え方
これまで教育施策においては，目標を明確に設定し，成果を客観的に検証し，そこで明ら
かになった課題等をフィードバックし，新たな取組に反映させるＰＤＣＡ(Plan-Do-Check-
Action)サイクルの実践が必ずしも十分でなかった。今後は施策によって達成する成果(ア
ウトカム)を指標とした評価方法へと改善を図っていく必要がある。

第４ 章施策の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項
（５）進捗状況の点検及び計画の見直し
教育振興基本計画を効果的かつ着実に実施するためには、事業量指標ではなく、成果指

標による定期的な点検とその結果のフィードバックが不可欠である。
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①成果目標
○ 第２期計画の対象期間である５年間（平成２５～２９年度）において、国全体として

目指すべき水準

※ 各地域や教育現場等の実情に即した具体的な目標については、国全体の方向性も参考に

しつつ、各地方公共団体等が自主的に設定することが望ましく、そのような自発的取組を国として

支援することとする。

③具体的方策
○ 第２期計画の対象期間において、国として実施する方策。

○ 今後、各成果目標の達成に向け、各方策について、「基本的考え方」「現状と課題」

を記載した上で、極力、具体的な今後の工程を明記する。

２．成果目標・指標・具体的方策について

②成果指標
○ 成果目標の達成度を客観的に測定するための指標

※ 客観性確保のため、極力数値化を目指すべきだが、困難である場合には、少なくとも、計画に

記載する具体的方策の実施前後で経年比較が可能なものとする。
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３．インプット・アウトプット・アウトカムの考え方
（「成果目標（アウトカム目標）の設定について（論点の整理）」（第９回計画部会（H23.9.13）配付資料３）などを踏まえ作成）

インプット アウトプット

アウトカム

中間的なアウトカム 最終的なアウトカム

○基盤的な財政支援

○教育成果の向上
（例）
・各種調査において学力等を増加

○労働生産性の向上
○雇用の確保
○経済活性化
○国民生活水準の向上
○治安の向上
○社会的一体性の確保

など

○システムの改善、
新しいシステムの導入

（例）
・ガバナンスの改革
・学校評価・情報公開のシステム
・産業界や地域等との連携の
ネットワーク構築 ・・・・

○教育の質の向上
（例）
・システムの導入や教育内容・方法
の革新等を図る教育機関の増加

○基準の策定
（例）
・モデルカリキュラム、
ガイドラインの作成 など

○教育サービスの供給の拡大
（例）
・学習機会の増加
・教員、施設設備等の条件向上

○学習人口の拡大
（例）
・不登校、中退者数減少
・社会人入学者数の増

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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教育による直接的な効果 社会へのインパクト

（以下、考えられる例）

成果目標・指標 ※教育政策の寄与が高いもの具体的方策

家庭や地域における教育力向上

他の学校段階における学習成果の向上

社会格差の縮減

経済情勢の好転

グローバル化による流動性増大
雇用慣行の変化

（様々な要因が影響）○調査分析・普及啓発
（例）
・データの整備
・好事例の紹介 など

諸外国との良好な
関係構築

社会展望の明確化
ワークライフバランス実現

○ 最終的には「最終アウトカム」を目指すべきであるが、発現に長期間を要するとともに、教育政策以外の様々な要因が介在する
ため、「教育政策の成果」についての測定は困難。
○ このため、成果目標・指標については、「知識・能力の定着」など、教育政策による寄与が比較的大きいと考えられる「中間的
アウトカム」をベースとしつつ、それが困難な場合には、「アウトプット」に係る目標・指標を設定することとしてはどうか。

○ また、計画に掲げる成果指標は例示であって、他の指標の活用や新たな指標の開発等を考慮することも必要ではないか。
○ 以上を前提として、各成果目標の達成に向け、必要な具体的方策を工程を含めて記述してはどうか。

成果目標等設定
の考え方（案）

国による政策的措置など 学校現場での取組など



【方策】 ・・・・【方策】 ・・・・【方策】 ・・・・

絆づくりと活力あるコ
ミュニティの形成

【方策】 ・・・・【方策】 ・・・・【方策】 ・・・・

学びのセーフティネッ
トの構築

【方策】 ・・・・【方策】 ・・・・【方策】 ・・・・

未来への飛躍を実現
する人材の養成

【方策①】 ・・・・
【方策②】 ・・・・
【方策③】 ・・・・
【方策④】 ・・・・

【方策①】 ・・・・
【方策②】 ・・・・
【方策③】 ・・・・
【方策④】 ・・・・

【方策①】 ・・・・
【方策②】 ・・・・
【方策③】 ・・・・
【方策④】 ・・・・

社会を生き抜く力の
養成

生涯の各段階

を通じて推進

主として

高等教育

主として

初等中等教育

各年齢（学校）段階に着目した視点

４
つ
の
基
本
的
方
向
性

４．体系のイメージ
（「成果目標（アウトカム目標）の設定について（論点の整理）」（第９回計画部会（H23.9.13）配付資料３）、「第２期教育振興基本計画の策定に向けた基本的な考え方」をもとに作成）

（注）方策の数や内容如何によっては、
成果目標・指標を分割・統合する可能性あり。

成果目標 ・・・・
（指標例） ・・・・

成果目標 ・・・・
（指標例） ・・・・

成果目標 ・・・・
（指標例） ・・・・

指標例については、成果目標１項目につき、多くとも５つ程度を目安
とする（ただし、計画に記載した指標は、あくまで例示であり、計画策定後の
フォローアップ等において、記載外の指標を活用することも考えられる）

指標例については、成果目標１項目につき、多くとも５つ程度を目安
とする（ただし、計画に記載した指標は、あくまで例示であり、計画策定後の
フォローアップ等において、記載外の指標を活用することも考えられる）

成果目標については、
原則、各マスにつき、
多くても２つ程度とする

成果目標については、
原則、各マスにつき、
多くても２つ程度とする
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成果目標 ・・・・


